
 

 

 

 

 

1学期のまとめの時期になりました 

 今学期も残り 2 週間あまりになりました。4 月からの学校生活で大きな事故やけがにつながる案件

が起きていないことは、本当にありがたいことです。各御家庭でもお子さんへ安全指導をして頂いて

いる成果だと思います。 

 伊勢崎市全体では６月末現在、交通事故の件数は昨年度より減少し

ていますが、６月は４、５月より増加の傾向にあるとのことです。特

に交通事故の発生原因は、飛び出しや信号無視、一時停止不履行等、

交通ルールを守らなかったことによる事故が増えているという話を聞

きました。これから夏休みを迎えるにあたり、学校でも子どもたちへ

指導していきますが、各御家庭においても引き続き指導をよろしくお願いします。 

熱中症に気を付けましょう 

７月に入り、学校では新型コロナウイルス感染症と熱中症予防の二つの対策に取り組んでいます。

今回の学校通信では、６月下旬からの記録的な猛暑と今後ますます暑い日が続くことが予想されるこ

とから、熱中症予防について触れたいと思います。 

まず、どうして熱中症が起こるのかということですが、私たちは体の熱を皮膚から外に逃がした

り、汗をかいたりして体の中に熱がたまらないようにする働き（体温調節機能）がありますが、気温

や湿度が高い場所に長くいることで、この体温調節機能が上手く働かなくなります。そして、結果と

して体の中の熱を外に逃がすことができなることで体の調子が悪くなります。このように人間が本来

持っている体温調節機能が上手く働かなくなることで起こるのが熱中症と言えます。 

次に熱中症にならないためにどうすればよいかと言うことですが、いくつかポイントがあります。

まず、大切なのがこまめに水を飲むと言うことで、のどが渇いたと感じる前に水を飲むことが大切で

す。あわせて、汗と一緒に体に必要な塩分が体の外に出てしまうので、しっかり食事をして塩分を摂

ることも大切です。また、体に熱をためないように、「風を通す」

「あせをすう」「早くかわく」といった服装を選んだり、外出する

ときは帽子をかぶったりするなど、出かけるときの服装を工夫する

こともポイントです。さらに、家にいても熱中症になることはあり

ますので、エアコンや扇風機を上手く使って、部屋の温度や湿度を

下げたり、風の流れを作ったりして、涼しい室内環境を保つことが

大切です。最後に熱中症は体が弱っているときに起こりやすいの

で、体調が良くないときは無理をしないようにしましょう。 
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いじめ防止に向けた取組 

 

 

 

 

 

 

今年度も代表委員会で話し合い、上記のいじめ防止スローガンが決まりました。そして６月の朝礼

で代表委員会よりスローガンの発表がありました。今年度のスローガンは、友達と仲良くするため

に、まずは朝から笑顔で挨拶をしようという内容で、年間生活目標の「相手より先に、元気よくあい

さつをしよう」とも関連するとても良いスローガンだと思います。この発表の後に、校長からいじめ

に関する講話がありました。講話の冒頭に、４月の始業式で話したことをもう一度確認しました。南

小のみんなにとって学校が楽しいところであってほしい。そのためには「自分がされて嫌なことはし

ない。自分がされてうれしいことを友だちにしてあげる。」ことが大切ということを振り返りまし

た。その後にイソップ童話の「少年たちとカエル」という話を子どもたちにしました。話をする前に

子どもたちにこの話を通して、何を考えてほしいのかを考えながら聞いてくださいという前置きをし

ました。「少年たちとカエル」という話は、以下のような内容です。 

  

子どもたちに紹介した「少年たちとカエル」という話は、このようにとても短い話です。短い話で

すが、石を投げている少年たちにとっては遊びでも、池の中にいるカエルにとっては、石を投げると

いう行為は命に係わる問題で、いじめの問題を考えた時、その人の立場に立って良いことなのか悪い

ことなのかを考えるということが大切だということを考えさせる話になっています。また、この少年

たちの「遊びのつもり」ということが、いじめにつながるのだと思います。 

令和 4年度 南小いじめ防止スローガン 

みんなで仲よくするために  

毎日 みんなに 

えがおで 「おはよう！」  

ある春の日、何人かの少年たちが池のそばで遊んでいました。そのうちに、少年たちは水の中に

石を投げ込みだしたのです。池の中には、たくさんのカエルが住んでいました。カエルたちは、少

年たちをとてもこわがりました。と言うのは、少年たちが投げる石が、カエルの仲間を傷つけたか

らです。 

とうとう年取ったカエルが、水面から頭をもたげて言いました。 

「どうぞ，わたしたちに石を投げないでください！」 

少年たちは答えました。 

「ぼくたちは、あそんでいるだけだよ」 

それに対して、年取ったカエルは言いました。 

「それは、わかっています。でも、どうぞ石を投げないでください、坊やたち。君たちにはあそ

びでも、私たちにとっては、死ぬかもしれない命の問題なのです。」 

すると少年たちは、石を投げるのをやめて、どこかへ立ち去っていきました。 

 


